
     台風は大丈夫でしたか 

 関東地方に台風が来たのは何年ぶりでしょう

か？１６日は各地に被害を及ぼしながら駆け抜

けて行きました。千葉県は少しはずれましたが、

風が強かったですね。今年は自然の猛威を実感

することの多い年でした。 

 皆様のお宅では大丈夫でしたか？ 

高齢社会への対応を探る会イベント 

 下記の通り第２８回のイベントが開かれます。 

その時、どうする!!妻が夫が親が要介護に！ 

ー「自宅介護時代」へ備えるー 

日時：１０月５日（土）13:00～16:00 

会場：けやきプラザ２Ｆふれあいホール 

第１部 我孫子の現状と市民のつぶやき 

第２部 自宅介護でも安心できるまちにするに

は  

講演「時代が求める在宅医療」苛原 実 氏 

対談「我孫子での在宅医療を推進するために」 

展示 各団体が役に立つパネルを作っています。 

   ご期待ください。（１０月１日から５日） 

 チラシを同封します。是非ご参加ください。 

 

２０１３年度 消費生活の安定及び向上に 

向けた県民提案事業 

あなたも参加しませんか ～ 

超高齢社会の安心のまちづくりへ 
日時 １１月１６日（土）13:30～16:30 

会場 アビイホール 

（イトーヨーカドー我孫子店３Ｆ） 

第１部 我孫子の高齢者福祉を支えてきた市

民団体の活動紹介と「活動から見えて

いる高齢者の諸問題と提言」 

出演団体： ＮＰＯ法人「まどか」・ＮＰＯ法 

人「デイヘルプ」・我孫子ふれあいサロン連 

絡会・一粒の麦・ふれあい弁当の会・ＮＰＯ 

法人「ふれあい塾あびこ」・社会福祉法人「エ 

スポワールわが家」・久寺家生活お助け隊・ 

湖北台８丁目見守りの会・ＮＰＯ法人「東葛 

市民後見人の会」 

第２部 講 演 

「高齢社会における契約システムの課題」 

講師 淑徳大学総合福祉学科教授 

結城 康博 氏 

第３部 千葉県制作のＤＶＤ「悪質商法をシャ

ットアウト！被害事例に学ぶ対処法」 

 

 来月チラシを配布します。新しいお友達をお

誘いの上、ご参加ください。 

 １６日の広報あびこで、同時刻に落合恵子さ

んの講演が、けやきホールであると知りました。 

落合さんは今年５月３日に「憲法を考える市民

の集い」でお話しいただきました。すばらしい

講演でした。でも、県民提案事業の出演団体の

会員の方は、是非アビイホールにお越しくださ

い。結城先生は、今後の社会保障政策がどうな

るかも含めてお話いただきます。 

    東北へ行ってきました  

 ８月３０日～３１日に２８名で地震と津波、

原発事故を忘れないため、東北の旅に行ってき

ました。今回の旅を組み立ててくれた栗原洋子

さんが、帰ってすぐにご自身のブログに報告を

してくれましたので、その中からつまみ食いを

させてもらいます。 

（和田が部分加筆） 
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１日目 我孫子を８時に出発、旧伊達邸「鐘景

閣」での昼食後、名取市の閖上（ゆりあげ）地区

へ。 

 「閖上震災を伝える会」の菊地訓子さんがバ

スに同乗してくださり、被災前と被災後の対照

写真を配布して、説明してくださいました。津

波でまちがほとんど失われた地区です。 

被災前の写真と、今見ている景色とのあまりの

違いにびっくりしました。 

 震災当日は閖上中学校の卒業式で、自宅に戻

った生徒さんの中からも死者が出たそうです。 

 広大な閖上地区が３６０度見られるという日

和山（といっても４メーターくらいの塚）から

見たいくつかの建物（小中学校を含めて）は総

て無人の廃墟でした。夏草がぼうぼうと生えて

いるだけでした。  

閖上地区は被災地の中でも全く復興の兆しの

無い地区ということでしたが、町ができた由来

が、海岸に近い場所の埋め立てによるというこ

となので、これを更にかさ上げすることは、か

なり難しいのではと感じました。 

 全国にはこのような海抜０メートル地区はた

くさんあるのでは無いでしょうか？何しろ平地

の少ない日本では、このような方法でしか、宅

地を拡げることができなかったのですものね。 

 ほとんどの方は仮設住宅や借り上げ住宅に移

られて、残されたご自分の住宅に住んでいる人

達には、あまり援助の手も入らないとのこと。

また、ご本人達も、自分達は家が残ったのだか

らと遠慮して、声も上げないでいるけれど、ス

ーパーも何もかも無くなり、すごい不便を感じ

ながら暮らしているとのことでした。 

支援物資は何でも歓迎すると聞きました。参

加者に新品をと呼びかけたところ、沢山の品物

が集まり、届けることができました。 

 当日参加できないけれどと、不要傘のバッグ

を３０枚も作りバス停に届けてくれた会員、少

ないけれどと、行く会員に前もって託してくれ

た会員もいらっしゃいました。 私（栗原）は、

事業を縮小する近くの薬局からいただいた高齢

者用のオムツを運びました。大量でしたが、バ

スに積み込めたので、助かりました。 

 津波で被害を受けた地域の小さな集会所を修

理して「まちカフェ」として皆さんが顔を合わ

せる場所として活用している所へ、お届けして

きました。 夜は東松島市で一泊。 

２日目 北茨城市へ。 

我孫子のごみの最終処分を引き受けてくれて

いるのが、北茨城市。私たちは震災後、ささや

かな義援金を送っていたので、今回は、市の担

当者や秘書課の方が対応してくださいました。 

 岡倉天心らが、活動の拠点とした六角堂も津

波で流されましたが、再建されていて見学でき

ました。 

 その後、市の中心地の大津漁港へ移動。災害

の状況や復興及び今後の計画等の説明を受けま

した。大津地区は津波想定区域が広いため、山

に逃げるための崖道の整備や、逃げ遅れた人の

ための避難タワーの新設などが決定されていま

す。漁港の市場は屋根だけ残っていて、船も出

漁はしていないという説明でした。岸壁や船の

補修も重要ですが、なにより、福島原発の事故

により、この辺で水揚げされたものは買ってく

れないということ、出漁したくても出来ないと

いうことが、現実だそうです。 

 津波被害で壊れ、最近リニューアルオープン

されたばかりの漁業歴史資料館「ようそろー」

も見せていただきました。たまたま、すぐ隣で

市場関係のイベントがあって、バンド演奏やテ

ントの出店などがにぎやかに並んでいましたが、 

時間のせいかお客は地元の人ばかりという感じ

でした。 

 最後に寄った魚屋さんも、以前は大型バスか

らのお客でにぎやかだったのに、われわれ以外

の客もなく、残った魚はどうするのかと心配し

ました。福島の浜通りの観光客はゼロになって

しまったので、北茨城市を通過したり、寄った

りする人達も激減したと思われます。 

 韓国をはじめ、日本の海産物を買ってくれて

いた国でも、放射能汚染の日本産は輸入お断り

という現在、日本の農産物や海産物を、どのよ

うにして海外へ輸出する手立てがあるのでしょ

う。安倍首相教えて？    （栗原洋子） 

    ～  ～  ～  ～  ～ 

 「百聞は一見に如かず」という諺があります

が、東北の震災の大きさを実感、復興はまだま

だ先のことだとわかりました。今も時々大きな

地震が起きていますが、そこに放射能問題が絡

んで、「本当に大丈夫なの？？」と思います。 

２８名それぞれの心に深い思い

を残した東北の旅でした。   


